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・【協議案件１】認知症本人・家族ピアサポート事業（案）について 

・【資料１】ピアサポートイメージ図 

・【資料２】「足立区認知症とともにいつまでもこのまちで条例」条例文 
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〇事務局 定刻となりましたので、ただ

今から令和 8 年度足立区地域包括ケアシ

ステム推進会議、第 1 回認知症施策推進

部会を開催いたします。 

本日はお忙しい中、ご参加いただき誠

にありがとうございます。 

本日の司会は、高齢者はつらつ支援課

高齢者はつらつ支援係の栗林が担当させ

ていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

なお本日は区職員のほかに、足立区認

知症地域支援推進員 2 名が同席をさせて

いただいておりますので、併せてよろし

くお願いいたします。 

次に、本日の資料の確認をさせていた

だきます。 

始めに、「次第」。次に協議案件 1「認知

症本人・家族ピアサポート事業（案）につ

いて」。次に、資料 1「ピアサポートイメ

ージ図」。次に、資料 2「『足立区認知症と

ともにいつまでもこのまちで条例』条例

文」。次に、資料 3「条例の理念及び目標

と施策の対応表（案）」。最後に、報告案件

2「令和8年度認知症月間の取組について」。 

資料については以上でございます。不

足等がございましたら挙手をお願いいた

します。 

よろしいでしょうか。 

本日の会議は足立区地域包括ケアシス

テム推進会議認知症推進部会設置要綱第

6条に基づき、過半数の委員が出席をして

おりますので、成立いたしますことをご

報告いたします。 

皆様からの活発なご意見、ご質問を頂

くため、迅速な会議進行にご協力いただ

きますよう、よろしくお願いいたします。 

なお、この会議の会議録は公開するこ

ととなっております。記録の関係上ご発

言の前にはお名前をお願いいたします。 

それでは始めに粟田部会長から開会の

ご挨拶をよろしくお願いいたします。 

〇粟田部会長 皆さん、暑い中お集まり

いただきましてありがとうございます。 

昨日、熊本県で、かなり規模の大きな地

震がありまして、たまたまこの 2 週間ぐ

らい認知症介護研究・研修東京センター

の方に認知症専門医研修をやっていた熊

本の方が来ていました。 

昨晩あたりから、事業所の利用者の避

難が始まっているということで、その指

導者も今日急遽熊本に戻りました。 

そちらの医療機関で、電子カルテが動

かなくなっているなど、かなり色々なこ

とが起こってきているということが分か

ってきております。 

状況まだまだこれからですけれども、

災害時の認知症の対策を平時からしっか

りと考えることが必要かと思いますので、

是非今後、足立区でもご検討いただける

と良いかなと思いました。 

私の挨拶はここまでとさせていただき

ます。 

〇事務局 部会長ありがとうございまし

た。 

また本日は新任の委員様がいらっしゃ

いますのでご挨拶をいただきたいと思い

ます。木村委員お願いいたします。 

〇木村委員 皆さん初めまして。 

足立区の高齢者福祉施設連絡協議会と

いいまして、特別養護老人ホームの施設

長の連絡会の会長を、令和 7年度の 10 月

から務めさせていただいております。 



前任は新生苑の小島施設長でしたが、

その後任ということで務めさせていただ

いております。 

令和 8 年度から、こちらの会議及び部

会の方に、参加させていただいておりま

すので、まだ右も左も分からない状況で

ございますが、皆様のこれまでの取り組

みに、少しでもお役に立てればと思いま

すので、どうぞ今後よろしくお願いいた

します。 

〇事務局 ありがとうございました。 

それでは議事に入らせていただきます。 

これからの議事進行につきましては粟田

部会長よろしくお願いいたします。 

〇粟田部会長 それでは次第に従いまし

て進めさせていただきます。 

始めに協議案件１「認知症本人・家族ピ

アサポート事業（案）」について、事務局

から説明をお願いいたします。 

〇認知症施策推進担当 認知症施策推進

担当の佃でございます。私から説明をさ

せていただきます。 

まず協議 1 の資料からご説明させてい

ただきます。「認知症本人・家族ピアサポ

ート事業（案）」について、ご協議をお願

いしたいと思います。 

項番 1 についてですが、令和 8 年 4 月

1 日に足立区では、「足立区認知症ととも

にいつまでもこのまちで条例」を施行し

ております。 

認知症になってもやりたいことを諦め

ずに挑戦する意欲を持つことができ、ご

本人や家族の皆様などが安心して住み続

けられるまちの実現を目指しております。 

昨年度こちらの部会でも色々とお声を

いただきまして、無事に議会の方も通り、

4月 1 日に施行されております。 

この場を借りてお礼を申し上げます。 

ありがとうございました。 

また、条例のできる以前から、区では

様々な認知症施策を実施してまいりまし

た。 

認知症のご本人や家族の意思や希望を

尊重し、診断後も地域の中で孤立せず仲

間とつながり、社会参加や日常生活を継

続できるような、さらなる支援の充実を

図ることが必要ではないかというところ

を背景として整理させていただきました。 

項番 2、現状と課題です。 

先ほども申しましたが、足立区では既に

色々と取り組みをしてきており、認知症

本人や家族が参加できる場として、事業

を実施しております。 

こちらは令和 7 年度の実績であり、実

人数を追うことが難しく、1 年間の延べ人

数となります。 

認知症カフェと本人ミーティングにつ

きましては、足立区からホウカツに事業

を委託しています。 

認知症カフェは、ご本人やご家族、地域

の民生委員の方等、色々な見守りをして

くださっている、理解のある皆様方に参

加していただいて、話し合いをしたり、お

楽しみの会をしたりしていまして、ご本

人の参加が延べで 1906 人、ご家族が 282

人でした。 

回数を記載しておりませんが、25 ホウ

カツございますのでかなり多くの数とな

っております。 

次に本人ミーティングの事業ですが、

こちらは認知症の本人同士が集まって、

自らの体験をもとに、自分たちのこれか



らのより良い暮らしや、暮らしやすい地

域のあり方を語り合う事業です。 

どうしてもご家族がついてこないとな

かなか場所にたどり着けないという方も

いらっしゃいますが、ミーティング自体

はご本人だけでやっていただいておりま

す。延べ人数 401 人ですが、3月までのも

のとなります。 

次の若年性認知症本人・家族交流会で

すが、こちらは区と認知症地域支援推進

員で 2ヶ月に 1回実施しており、「おりが

みカフェ」という通称をつけまして、若年

性のご本人とご家族の方に来ていただい

ている会となります。 

こちらも延べ人数となり、1回目は来ら

れるけれども、だんだんご本人が来られ

なくなるというパターンが続いておりま

すので、ご本人の参加が 3 人、ご家族が

24人となります。こちらは2ヶ月に1回、

1年間で 6回の交流会となります。 

次に、認知症本人・家族会です。こちら

は足立区内に東京都が指定している認知

症疾患医療センターがあり、大内病院さ

んがこのセンターになっていただいてお

ります。そちらでも本人家族の会として

開催していただいており、65 歳以上のご

本人とそのご家族の方に、来ていただい

ている情報交換の場となります。こちら

も 2ヶ月に 1回です。 

認知症疾患医療センターには色々なス

タッフの方がいらっしゃいますので、公

認心理士の方や、認知症の専門看護師の

方、ご都合がつく場合は谷院長も少しト

ピックス的なことを話していただいて、

ご家族同士、ご本人同士の話し合いをし

ているという事業になります。 

本人が年間で 7人、家族は 63 人という

実績数値となります。 

次に課題ですが、足立区内に約 2 万

1000 人の認知症の方がいると推計されて

おります。こちらはよく厚生労働省の令

和４年度の調査を参考に推計値を出して

おりますが、65 歳以上の高齢者の人口に

12.9%をかけて約 2 万 1000 人ぐらいと推

計しております。このくらいたくさんい

らっしゃる認知症のご本人の方やご家族

の方が、実人数にすると少ない現状があ

ると考えておりまして、上記の事業につ

ながる機会は十分ではなく参加者の拡大

や活動の活性化など課題があると捉えて

おります。 

他にも課題があると考えておりますが、

この課題に向けて認知症のご本人・家族

ピアサポート事業の目的として考えてい

ることは、認知機能低下の疑いのある人

や認知症の診断を受けた人、そしてその

家族に対して同じ経験を持つ認知症本人

や家族がピアサポーターとなって交流の

機会や、後ほど説明しますがピアサポー

ト会において、不安の軽減や希望の共有

を図るとともに区の認知症施策事業や地

域での社会参加につなげていければとい

うことを目的に掲げております。 

項番 3 番、資料１「認知症ピアサポー

ト事業の全体像と今後の展開」です。 

目的は、認知症ピアサポート事業の全

体像として、現時点で考えた案となりま

す。 

色々考えましたが、この流れで委員の

皆様にご意見いただければと考えており

ます。 

対象者は、もの忘れに不安がある方や、



主観的な不安だけではなく聞き取りや問

診を通して認知機能低下の疑いがあると

診断されている方、確定診断が下りてい

る方、その方たちのご家族の方となりま

す。現時点ではホウカツで実施している

本人ミーティングやチームオレンジにつ

ながる場合もあるのですが、数値から見

ますとなかなか繋がりづらい状況もあり、

全国的にも言われている診断されたり、

不安に思ったりした時から医療につなが

るまでの、いわゆる空白の期間というと

ころが全国的に課題になっています。そ

こをなるべく早く支援につなげるために、

ピアサポートという支援も用意しておい

たほうがいいのではということで、この

流れにしています。 

推進員やホウカツ、かかりつけ医が対

象者を把握して、既存の事業に行く前に、

既に認知症と診断されている方やその家

族の方が、少し先輩のような立場を取り

ながら悩み等を共有する場、ピアサポー

ト会というものを準備してみてはどうか

というイメージになります。 

今後の展開といたしましては、まず来

年度、認知症のご本人や家族同士だけで

はなく、周りの支援者、区の職員、認知症

疾患医療センター、推進員などと学習を

して、どういう体制がいいのかというの

をまずは検討しなければいけないと考え

ています。 

そこで学習した内容等を踏まえまして、

段階的にピアサポート会を区内で何箇所

か始めたいと考えています。足立区では

25 ホウカツを 5 ブロックに分けて取り組

みをしておりますので、各ブロックに1箇

所ピアサポート会があって、各ホウカツ

や地域の活動につなげていきたいと考え、

この図を用意しました。 

項番 4、期待される効果です。 

まず（１）診断直後のご本人やご家族の認

知症に対する不安を軽減することが、少

しでもできるのではないかというところ

です。 

（２）が認知症カフェや本人ミーティ

ング等必要な支援への参加や既存のチー

ムオレンジとのマッチングを促進できる、

というところです。 

項番 5、今後の課題です。 

体制を考える中で今年度中に検討しな

ければいけないことを 2 点挙げさせてい

ただいております。 

まず（１）認知症本人・家族のピアサポ

ート学習会の内容やサポートの体制、 

（２）認知症本人・家族支援としてのピア

サポート会の位置づけ、とさせていただ

き、皆様にご意見をいただきたいと思い

ます。 

今回いただいた意見を整理しまして第

2 回目の部会でご意見がいただけるよう

に整理したいと考えておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

説明は以上になります。 

〇粟田部会長 ありがとうございました。 

それでは、ただいまの説明につきまし

て、ご質問がございましたらご自由にご

発言いただければと思います。いかがで

しょうか。 

〇塩谷委員 足立区介護サービス連絡協

議会の塩谷です。よろしくお願いいたし

ます。 

「足立区認知症とともにいつまでもこ

のまちで条例」の中で、やりたいことを諦



めずに挑戦する意欲を持つことができる

っていうような、どちらかというと主体

性とか自律性というところを大切にした

いというのを条例の中で一番に謳ってい

ると思われます。 

令和 7 年度に認知症カフェや本人ミー

ティングがある中で、本人ミーティング

が自主的に、ポジティブな発言とかがあ

るものだと思われます。実際に認知症カ

フェがご本人何人参加で、ご家族何人参

加しているという数値は分かるのですが、

参加者数を増やすことが目的ではないと

思います。 

この中でどういった発言があって、ど

のようにお互いが前向きな気持ちになれ

たなど、何かそういったところがあると、

すごく前に進んでいくのかなというイメ

ージがあるのですが、この数字だけだと

それが中々見えないです。 

令和 9 年度の認知症本人や家族同士が

ピアサポートの学習会で、そのあたりを

具体的にしていくのかなと思ってるので

すが、そのようなイメージでよろしいで

しょうか。 

〇認知症施策推進担当 ありがとうござ

います。 

認知症施策推進担当の佃です。 

塩谷委員がおっしゃるように、報告書と

して認知症カフェや本人ミーティングで

どんな話題をしたというところはいただ

いていますが、そこももう少し、一歩踏み

込んだ報告をいただくように、例えば「何

か地域づくりの話題をしましたか」とか、

そのような聞き方の報告書にはなってな

いところがございます。 

また、昨年本人ミーティングについて

25 ホウカツを集めて勉強会をしまして、

そこでは、「ご本人がどういう思いでいる

か」、「どんな風に声かけたらいいか」、と

いうことを勉強して、宿題みたいな形で、

今後希望すること等をテーマに入れて話

をしてみてくださいと投げかけました。 

その投げかけをしてみて、どのような

ミーティングができたか、という取りま

とめができておらず、来年度に向けて、ホ

ウカツにどんな呼びかけをしたらいいか

というのも合わせて検討が必要と考えて

います。 

おっしゃるとおり、どのような内容か

という集約が今までは弱かったという反

省をしております。 

〇羽田委員 足立区介護サービス事業者

連絡会の羽田です。 

訪問看護では 3 年ぐらい前に伴走支援

を行っており、70 歳の検診からグレーな

方たちに個別に訪問してというところで、

もの忘れや認知症に対して不安を感じて

いる人のところへ実際訪問してみると、

パーソナリティ的な部分であったりとか

別の要素がありそうで、実際は認知症か

もしれないというところで、訪問看護師

が別に関わり、ホウカツの方につなげる

ということが実践的に行われていました。 

実際には半分ぐらいキャンセルになっ

てしまっておりましたが、認知症の診断

を受けた人の中で浮き出てこない人たち

がたくさんいます。 

訪問看護の現場では、社会的な部分や

家族間での被害妄想など妄想的な部分で

かなり困難が生じ、医療職である看護師

が入れば本人は了解するから、まずはそ

の人の生活を見てほしいということで、



訪問看護開始になるケースが結構多いで

す。 

このピアサポート事業に、個別のパー

ソナリティがある人たちを集めるという

ところで、本当に主体性を持って自分で

色々参加して、自分のことに加え誰かの

役に立ちたいという人がこういうところ

にたくさん参加できるといいなと思いま

す。 

そのきっかけづくりは、そういう認知

症かもしれない人が主体的にそれを発動

できるかというと誰かの声かけだったり

アテンドがないと出てこないかなと感じ

ます。 

あとは、認知症カフェに私も一緒に参

加させてもらった時に、とてもやる気が

あって昔から地元をまとめ上げているよ

うなおじいちゃんおばあちゃんが参加し

て、役割を持って生き生きとやっていま

したが、その地域ではいつも同じ人だと

いうところがありました。 

本人が主体的にやるところに、家族が

そこに乗れる人ならいいのですが、この

世代はまだご家族が働いている家庭も多

いと思います。 

さらに家族間の関係性の気薄化といっ

た構成の変化から、個別で一人で生活を

している高齢者、認知症の人が多いので、

中々アテンドがないと出てこれないかな

というところがすごく感じます。 

プランを聞いてどうしようかなと思い

ましたが、入り口が一つではない複合的

な支援が必要じゃないかなと考えていま

す。 

そういった事業や関わりをしている事

業体が、実際にここに意識を向けられる

ような、支援者への実践を続ける中で、一

つのプランと支援の計画としてこれが乗

っかるような形というのも必要かなと思

いました。 

〇認知症施策推進担当 ありがとうござ

います。 

羽田委員のお話を聞いていて、やはり

入り口に立った方たちをどうつなげるか

というところも、まだここに落とし込め

てないのですが、いくつか考えていたこ

ととしては、今検診後の支援は訪問看護

の方から認知症の推進員に変わっており

「オレンジサポート」という名称に変え

ております。 

そういったところで、早めの受診で少

し大丈夫かなというぐらいの方からこう

いうピアサポート会のほうに、無理やり

ではなくこのような会もあるということ

でご紹介できると、早期支援になるとい

う考えも 1つございます。 

あと、足立区内には大内病院さんとい

う強い味方がおり、そちらで日々診察を

されておりますので、まさに入り口に立

つ本人やご家族方がいらっしゃるという

ところでは、少しモデル的に何か始める

というところもできないかなと考えてい

ます。 

〇粟田部会長 本日、大内病院の専従の

相談員の伊藤さんが来てくださっている

ので、コメントをいただいてもよろしい

でしょうか。 

〇大内病院伊藤氏 大内病院の伊藤です。

やはり入り口のところというのが大変難

しく、私も粟田先生の研修とか受けさせ

ていただいて、早期発見、早期絶望になら

ないような支援の方法を日々考えていま



す。 

しかし、大内病院は認知症に特化した、

精神科の病院なので、中程度の方や重度

の方がお見えになることが多く、もの忘

れが気になるという方が肌感覚ですが全

体の 1割もないぐらいです。 

そういったところで、どういうところ

で探していくのかなと言いますと、やは

りあだちオレンジチェック等で来た方で

少し気になる方というのを見つけていけ

たらなと思っています。 

また、本人・家族会の参加者の中で認知

症の初期の方とかもいらっしゃいますの

で、そういったところで足立区さんと

色々連携取りながら今後やっていけたら

なと思います。 

〇粟田部会長 ありがとうございます。 

〇木村委員 高齢者福祉施設連絡協議会

の木村です。 

まず、このピアサポート会というもの

に関しては、これから運用予定というこ

とで、どこが主体でこれを運用する想定

があるのか知りたいです。 

また、本人ミーティングや認知症カフ

ェとの明確な違いは、おそらく利用する

側も理解がしづらいのではないかなとい

うのを思いながら見ておりました。 

認知症を有する方ですので、あっちも

行ってその次こっちに行かなければいけ

ないとなると、ピアサポート会でせっか

く慣れたのに今度は認知症カフェのほう

に行きましょうとか、本人ミーティング

のほうに行きましょうといった流れのイ

メージの図なのかなというところがあり

ました。 

誰がこのピアサポート会を運用するの

かというところと、既存のミーティング

等々との明確な役割の違いを文章にはあ

るんですけれども、今一度理解・整理した

いなと思いました。 

〇認知症施策推進担当 認知症施策推進

担当の佃からお答えさせていただきます。 

まず、ピアサポート会をどこが主体で

運営するのかというところですが、まず

は区とあと認知症疾患医療センター、認

知症地域支援推進員の 3 者で始めていく

イメージでございます。 

将来的にどうなるかというところはま

だ検討しきれてないのですが、やはり認

知症のご本人やご家族、ピアサポーター

の方々と連携してやるというところでは、

ホウカツさんの委託というところではか

なり厳しいかなと思いますので、区と認

知症疾患医療センターと認知症地域支援

推進員で運用していくイメージでおりま

す。 

2 つめのご質問で、既存の事業との違い 

としては、本人ミーティングは認知症の

ご本人同士が集まって、地域のあり方を

話す場です。 

認知症カフェは同じ病気だけではなく

て、ご家族の方や、地域の方、認知症と診

断はされていなく、ご本人は全くそのつ

もりはないんだけども、周りの人がこう

いうところに参加できたらいいなという

ところで連れて行く場所というところで

す。 

やはり現状は、自分の病気についてそ

んなにきっちりと把握・理解ができてな

い方も、現実にはいらっしゃるというと

ころがございます。 

また、ピアサポート会というのは、現時



点では最初の入り口というところで考え

ていて、認知症のご本人、認知症を抱えた

ご家族だけというところになってます。 

まだ何回などについては組み立てがで

きていない状況なのですが、より近いホ

ウカツでやっている会に参加していただ

けたらということも考えています。 

やはりこっちにいてあっちもというと

ころの危惧も事務局や推進員からの意見

で出ていたところなので、そこも次回ま

でにはちゃんと組み立てなきゃいけない

と考えております。 

〇粟田部会長 ピアサポート会は結構新

しい発想で、あまり他の地域ではないも

のなので、ひょっとしたら面白いかもし

れないなと思っています。 

確かに本人ミーティングやチームオレ

ンジも日本中にたくさんあるのですが、

そう簡単にそこに繋がっていないです。 

問題としては、やはり診断をしている

医療機関との連携が非常に重要というと

ころです。 

大内病院でこのピアサポート活動のよ

うなものがもし行われていくんだとした

ら、そこですぐにピアサポート活動につ

ながって、そこから地域の様々な当事者

活動に繋がっていくというような道筋が

できるのかもしれないという感じもしな

くはないです。 

通常医療機関でやっているのはもうピ

アサポートと言っておりますが、ただピ

アサポートは色々と考え方が様々で難し

い問題があるので、とりあえずピアサポ

ート会から始めるのがいいかなという気

がいたしました。 

〇大竹委員 足立区ボランティア連合会

の大竹です。ボランティアがこのピアサ

ポート会に参加できる機会とかはあるん

でしょうか。 

〇認知症施策推進担当 ありがとうござ

います。 

内容等々の検討も実はこれからなので

すが、事務局として考えたのは、ご本人同

士、ご家族同士で語り合う場というイメ

ージでおりました。 

それ以外の色んな支援や周りのサポー

トできる方が入る効果がきっとあると思

うので、そのあたりはもう少し検討した

いと思います。 

〇粟田部会長 今の質問、非常にいい質

問です。 

こちらも昨年、日本総研が全国のピア

サポート関連活動調査をしまして、ピア

活動と、ピアサポートと、ピアサポート活

動と、それぞれの用語の定義をちゃんと

していこうとなっています。当事者だけ

でピアサポートは難しいので、ちゃんと

それを支援する人たちの活動も必要だろ

うということです。 

それぞれの考え方はありますが、全体

をピアサポート活動で呼ぼうっていう定

義付けをしているんですけども。 

では個々のものがどういう風にして活

動していくのがいいのか、という勉強会

は是非やったほうがいいと思っています。 

来年度に学習会があり、当然関係者み

んな一緒に勉強するということが必要で

す。 

実際にこのピアサポート活動に繋いだ

り、あるいはピア活動に繋いだりという

人たちは、ボランティアですよね。 

ボランティアがそこに連れて行ってく



れるということをやってくれています。 

せっかく足立区にはボランティアの会

があるので、この活動に是非加わってい

ただける仕組みを考えていけるといいな

と思いました。 

〇認知症施策推進担当 貴重なご質問と

ご意見ありがとうございます。 

〇粟田部会長 よろしいでしょうか。 

では、次の次第 3、認知症施策推進計画に

ついて、事務局から説明をお願いいたし

ます。 

〇認知症施策推進担当 引き続き認知症

施策推進担当から説明させていただきま

す。 

現在色々な動きをしておりますので、

経過とともにご説明させていただきたい

と思います。 

昨年 1 年かけて準備をしてきた条例に

基づいて、認知症になってもやりたいこ

とを諦めずに挑戦する意欲を持つことが

でき、本人や家族などの皆様が安心して

住み続けられる街の実現を目指すという

理念に基づいて、今までの認知症施策を

さらに総合的かつ計画的に推進するため

には、やはり認知症施策に関する計画が

必要ということで動いております。 

計画の位置づけは国や都の計画を踏ま

えて、区の基本的な方向性を示すという

ことと、あと高齢者保健福祉計画や介護

保険計画との整合性も保ちながら進めて

いきたいと考えています。 

ただ、章を追加して計画を策定する予

定でおりましたが、区長とも色々打ち合

わせをしていく中で認知症施策の計画と

して他の計画と分けてお示しすることに

なりました。 

さらに条例の中に福祉や保健医療、地

域づくり、権利擁護、色々な横の関係施策

を一体的に推進していけるように準備し

ていきたいと考えています。 

具体的な計画策定に向けた考え方とし

て資料 3の説明をさせていただきます。 

条例の理念に基づいて計画を作ってい

くということで、条例の前文と基本理念

をそのままここに掲載させていただいて

います。 

基本理念が 5 つございますけれども、

こちらを漏れないように、目標を 3 つに

整理して計画を整理していけたらと考え

ております。 

「認知症になってもやりたいことを諦

めず、自分らしく希望を持ち、安心して暮

らせる」というところを 1 つ目標に考え

ております。 

次に 2つめの目標としましては、「認知

症を理解し、区民 1 人 1 人がお互いの人

格や個性を尊重して地域で支え合う」、で

す。 

3 つめに、「認知症に早期に気づき適切

な支援につなぐ」、です。 

この 3 つの目標、それぞれの目標にど

んな施策が紐づくかというところを施策

として掲げさせていただいています。 

まず（１）自分らしく希望を持ち安心し

て暮らせるというところを目標にした時

には、先ほどご意見をいただきました認

知症本人・家族のピアサポートについて

の仕組みということを新規とともに重点

という風に考えて太字で示しております。 

また、本人ミーティングであったり、若

年性の本人・家族交流会であったり、医療

センターの本人・家族交流の会というと



ころもこちらに含まれると現時点では考

えています。 

次に（２）認知症を理解して人格や個性

を尊重して地域で支え合うというところ

では、かなりたくさんの事業にはなりま

すが、チームオレンジの取り組みがしっ

かり根付くように重点にしていきたいと

考えています。 

先日もステップアップ講座を実施した

ところ、78 人の地域の皆様に参加してい

ただいておりまして、さらにこのチーム

オレンジには重点を置きつつ、認知症サ

ポーター養成講座や声かけ訓練、認知症

月間、カフェ、認知症ケアパス等、しっか

りこの（２）の目標の中に入れて計画を整

理していけたらと考えております。 

次の（３）認知症に早期に気づき適切な

支援につなぐという目標におきましては、

あだちオレンジチェック、認知症検診事

業、早期支援というところでは、やはり重

要なところと今後も位置づけが必要では

ないかと考えております。 

従来のもの忘れ相談や、初期集中支援、

アウトリーチ事業、認知症ケアプログラ

ム推進事業も進めていきたいとは思いま

すし、最後の認知症高齢者の早期発見ネ

ットワーク、見守りのキーホルダーや1人

歩き高齢者の位置検索システム費用助成

などもこちらの中に入るのではないかと

いうことでこのように位置づけておりま

す。 

ただこちらにつきまして、一応この目

標達成のための、どのような指標とかど

んな評価をしていけばいいのかというと

ころを是非、ご意見いただけたらありが

たいなと思っております。 

この計画については、現時点では通常 3

年とか 5年と言われているのですが、3 年

ですと早いですし、5 年だと他の計画と乖

離するリスクもあるということで、現時

点では足立区では 6 年というスパンで、

もちろんその前に必要に応じて見直すと

いうところも盛り込もうと思っています。 

今年度末の 3 月に完成を目標にしてる

んですが、11 月から 12月にかけてパブリ

ックコメントもする予定で急ピッチで作

業しております。 

この目標の設定や、評価、どんなところ

を指標と置いていったらいいのかという

あたりで、ご意見をいただければと考え

ております。 

〇高齢者はつらつ支援課長 高齢者はつ

らつ支援課長の黒岩でございます。 

この資料なのですが、これまで計画を

策定するにあたって、区長に複数回相談

に入っております。 

その中で今の区として共通認識が取れ

てきているのが、区としては認知症施策

様々やってきているということで、基本

的な方向性は大きく変える必要はないと

いうところです。 

ただ、この計画ができたことによって、

認知症の施策が次の段階に進んだ、とい

うところも計画にしていきたいという共

通認識が取れていると思います。 

そのために、やはりそれを評価する指

標や、それの取り方が重要になってくる

というところもございますので、是非そ

の点についてもご意見いただけたらと思

っております。 

〇羽田委員 現場ではいろんな利用者が

いるんですけど、それぞれの事業に対し



ての評価指標はやはり参加率、参加人数

とかその内容の満足度があります。 

ですが、その先となると不安とか、家族

とか本人の困り事がどういう形で解決で

きたかということが見える化されるとす

ごく指標になるのかなと思いました。 

まずちょっと本人の心理的な変化、参

加した人の心理的な変化。 

また、6年のスパンで評価となると進行き

て、参加してる人たちの顔ぶれも変わっ

てくると思います。 

その対象を、ある程度個別に追って評

価をしていくのか、それとも相対的な評

価としてしていくのか、また、本人のその

気持ちが安心していることが目標だから、

安心しているかどうか、こういう活動に

参加して、自分の不安な気持ちが、とか、

あとは生きる希望が生まれたかどうかと

かなど、そういう心理的なところの部分

の参加しての変化というのは私も知りた

いなと思います。 

〇粟田部会長 実は私、日本全体の認知

症施策推進基本計画の KPI を測定する委

員長をやっております。 

認知症施策の評価って非常に難しいで

す。 

構造からいうと、基本理念があって、通

常重点目標といって基本理念にあること

を全部達成するのはとても大変なので、

とりあえず何年間の間にここまでやりま

しょうという目標が重点目標なので、3つ

ぐらいで悪くはないかなと思います。 

ただしこの 3 つの目標に 1 対 1 で事業

が結びつくかというとそうはいかないん

です。 

無理に重点目標と 1 つ 1 つの事業を結

びつけようとすると事業がいびつになっ

てきちゃうので、あまり無理につなげな

くていいんです。 

事業全体でこの 3 つの重点目標をちゃ

んと達成するようにしよう、と。 

評価の仕方として最終的にアウトカム

として認知症の本人の体験を聞くのは非

常に重要なのですが、そこが中々聞けな

いんですよね。 

なのでプロセス指標とアウトプット指

標とアウトカム指標に分かれています。 

例えばプロセス指標というのは事業そ

のものがちゃんとこういう原則に基づい

てやられているんだろうかどうか。 

アウトプット指標というのは実際に行

った数です。 

最後のアウトカム指標、認知症本人と

やっぱり家族の意識の変化っていうのが

非常に重要になります。 

認知症本人のウェルビーイング、主体

性とか活動性とか希望だとか安心、こう

いうのは心理的ウェルビーイングですよ

ね。 

あるいはみんな支え合っているのだろ

うか、人権が守られているか、これは社会

的ウェルビーイングです。 

そういうものをちゃんと簡単な質問項

目を作って評価する。 

ただし代表性のあるサンプルでやらな

いといけないです。 

家族も同じで、それからあと区民全体、

区民全体の意識、これもそれなりの代表

性を持って評価しましょうと。中々簡単

じゃないですよね。 

ただそういうことで、今年から国の基

本の KPI の測定が始まりますので、それ



との関係性を見ながら方法を具体化させ

ていったほうが安全かと思います。 

〇木村委員 高齢者福祉施設連絡協議会

の木村です。 

認知症を一括りで対応するのは大変困

難なんじゃないかなと現場で思います。 

認知症 1 つとっても脳血管だったり、

アルツハイマーだったり、レビー小体、前

頭側頭型っていうのが代表的にあります

が、それぞれの認知症と言われる中の分

類によって対応もだいぶ変わってきます。 

専門的な対応、努力と根性、寄り添うだ

けではもうどうにもならない状況がある

のは介護現場で非常に感じております。 

認知症の分類それぞれに対する理解と

いうところの学習や施策というところが

あるといいですが、ただそれを区民だと

か一般の方たちに専門的なものを学習し

てもらうというのは中々困難なことだと

いうことは十分理解しつつですね。 

しかしながらただの認知症は記憶障害

1つだけではないです。BPSD、いろんな症

状があるわけですから、基本となる認知

症を理解しながら進めていく必要がある

と思います。 

少し戻ると、先ほどのピアサポートと

いうところに関しても、認知症一括りで

はなくてレビー小体型の方たちを集めた

ピアサポート、前頭側頭型の方たちを集

めたピアサポートとか、そういった少し

細かい分類をしていかないと、進んでい

かないのかなというところを少し感じて

おりました。 

〇認知症施策推進担当 認知症施策推進

担当の佃です。 

木村委員がおっしゃったとおり、やは

りこのように計画に落とし込んでみると、

まだまだ足りないなと思っていたところ

です。 

疾患ごとの、というところは参考にさ

せていただいて、今後組み立てていきた

いと思います。 

〇粟田部会長 今の話は適切な支援に関

係しているかもしれないですね。 

専門職も含め、認知症についてリテラ

シーを高めていきましょう、ということ

と関係します。 

ちなみに、ひとり歩き高齢者位置検索

システム費用助成で GPS が普及すれば行

方不明者が減るわけではないです。 

ただ GPS 普及すればいいというだけじ

ゃなくて、やはりアルツハイマー病とい

うのは比較的軽度の段階から道に迷いや

すいというのがあります。 

視空間認知障害が出てきやすいという

症状がある、ということをみんながよく

知っているということは大事です。 

本来はちゃんと本人と意思を共有しな

がら使えるような仕組みづくりというこ

とを全体的に考えていかなければいけな

いので、そんなことを考えながらやって

いくのは大事です。 

次は、報告２、令和 8 年度認知症月間

の取り組みについて事務局から説明をお

願いいたします。 

〇認知症施策推進担当 引き続きご説明

させていただきます。 

令和 8 年度認知症月間の取り組みにつ

いてご報告いたします。 

足立区では平成30年から毎年9月を認

知症月間として啓発の取り組みを実施し

てまいりました。 



１ 目的です。 

早い内から認知症について正しく知る

とともに、区の認知症施策の取り組みに

ついての情報を得るきっかけづくりを行

う。 

併せまして、認知症の人が地域で役割

を持ち活躍できるといった新しい認知症

観の普及も図ってまいりたいというとこ

ろを目的に置いております。 

２ 対象です。 

特に 40 代、50 代の、親世代を見る介護の

入り口に立つような方たちをターゲット

にしてきております。 

３ 内容についてです。 

（１）普及啓発イベント及びパネル展示。 

アリオ西新井さんに今年度は 9 月の第 1

土曜日、日曜日に、場所をお借りして VR

体験をやる予定です。 

実はこの第 1 土曜日・日曜日は足立区

の防災担当部署が防災フェアを開催して

おりまして、同一日程同場所で、認知症に

ついてのVR体験をさせていただくという

ことで、避難所で認知症のご本人やご家

族がどういう風に過ごしたらいいかとか

周りの方がどういう風に理解をしたらい

いかというところをパネルを使って展示

いたします。 

次にパネル展示ですが、9月 8日から 9

月 17日まで区役所1階のアトリウムのと

ころで展示コーナーを設けて、正しく認

知症のことを理解していただいたり条例

のことなどを知っていただいたりする機

会にしたいと思っております。 

（２）若年性認知症ご本人による講演会。 

実はここにかなり今年は力を入れて準

備しているものになります。 

令和 8年 9月 18 日、すこやかプラザあ

だちにおきまして、丹野智文さんという

若年性認知症のご本人に講演をいただき

ます。 

39 歳の時に若年性のアルツハイマー型

認知症と診断されて、現在もお仕事をさ

れながら全国、海外で啓発活動をされて

います。 

定員は 90名としております。 

周知ですが、あだち広報 8月 10 日号や

SNS、あだち脳活ラボでも発信予定です。 

平日の開催になりましたので、講演後 1

年間はアーカイブ配信を予定しておりま

す。 

（３）認知症施策に関するオンライン

アンケートの実施。 

今年度もアンケートを実施する予定で

す。アンケートを広く区民の方に取る予

定で準備をしております。 

（４）周知方法です。 

認知症月間全体のリーフレットの作成

を準備しております。リーフレット・ポス

ター・ポップを区内の医療機関や歯医者、

薬局、商業施設、区内の関連施設に置かせ

ていただきます。認知症月間の PRもあだ

ち広報 8 月 25 日号を予定しております。 

以上です。 

〇塩谷委員 若年性認知症ご本人による

講演会というところで、丹野さんのよう

に認知症を患いながらも実際にお仕事を

してという方で、ポジティブなメッセー

ジができるのかなっていうので、私個人

としてもすごく楽しみです。 

前向きになれる、すごいきっかけにな

るゲストかなと思ってます。こういった

のが継続的にやっていけるとすごくみん



な心強いのではないかなと思いました。 

〇粟田部会長 ありがとうございました。 

では次は、その他、第 2 回認知症推進

部会の日程についてお願いいたします。 

〇認知症施策推進担当 次回は令和 8 年

11 月 6 日金曜日の午後 2 時から 4 時で、

場所はこの12階の会議室を予定しており

ます。 

〇粟田部会長 日程についてはよろしい

ですか。 

今日、認知症地域支援推進員が 2 人来

ているので、少しコメントいただきたい

と思っております。 

推進員は一番当事者と施策を結びつけ

る重要な繋ぎ役であるということで、現

場の声を色々言ってもらうことが非常に

重要かと思っております。 

せっかくなので自己紹介していただい

てから。 

〇認知症地域支援推進員 西部ブロック

の認知症地域支援推進員をしております

田川と申します。 

西部ブロックは 6 ホウカツあり足立区

の中で一番ホウカツの数が多いブロック

となります。 

足立区も条例を作って認知症基本法か

ら新しくなって、各ホウカツが認知症カ

フェや声かけ訓練、本人ミーティング、い

ろんな事業が増えていくたびに、現場の

ホウカツから「大変だ」とか「これとこれ

の違いって何だろう」という声も聞きま

す。 

本当に皆さん大変だけれども、1つ 1つ

時間をかけながら噛み砕いて理解して頑

張っています。 

本人ミーティングでもなかなか人が集

まらないとか、どうやったらいいのとい

うことで去年学習会を初めてやりました。 

そのような学習会をやることで各ホウ

カツ同士が共有するというのはすごく大

事だなと思いました。 

なかなか認知症本人が自分の思いを話

すことは難しく、いらっしゃらないわけ

ではないけれども、なかなか日々の仕事

が忙しくそこまで繋げる労力がないです

が、ただ私たちが拾ってちゃんと繋げら

れるようにしなきゃいけないな自分はっ

ていう風に。 

本人の声を聞いて何か事業につなげるの

はいいけど、それがちゃんと本人の声を

聞いているのか、自分たちの声になって

ないかっていうのを。 

本人と向き合って、本人がやりたいって

いう風なことを引き出してやっぱり繋げ

ていくっていうのが大事なのかなってい

うのはこの前研修行って思ったので、し

っかり声を聞かなきゃいけないなと。 

まずは知っていただかなきゃいけないな

ということをすごく実感してます。 

〇認知症地域支援推進員 中部ブロック

を担当しております高井と申します。 

私は 4 月に異動してきまして、推進員

としてまだ 3 ヶ月ということで、正直な

ところ初めてのことが多いです。 

異動してきて驚いたのは、認知症を切

り口に見た時に、会議やイベントがこん

なにあるんだというところです。 

お恥ずかしながらここまでのことをし

ているというのを全然知らなかったので、

まだまだ伝わってないかなというのも感

じています。 

現場の声を一番にしていくことの大切さ



も合わせて痛感しているので、当事者と

施策を結びつけることが大事というメッ

セージを胸に頑張っていきたいなと思っ

ているところです。 

〇粟田部会長 素晴らしいコメントあり

がとうございました。 

それではこれにて、私の司会の役割は

終わりだと思います。 

〇事務局 粟田部会長ありがとうござい

ました。 

委員の皆様におかれましても活発なご

意見・ご質問をいただきありがとうござ

います。 

最後に事務連絡がございます。委員の

皆様で、本日お車で来られた方につきま

しては駐車券の割引処理をいたします。 

また、事前にご送付しております部会

報酬の通知につきまして、お振込みの講

座が昨年度と異なる場合は事務局にお申

し付けください。 

それではこれにて第 1 回認知症推進部

会を終了といたします。 

本日はありがとうございました。 

 

 


